
市指定史跡　高尾城跡

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの
国へ予約してください。

２月の休館日：毎週月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬
開館時間：８時30分～17時

こどもの国　明屋敷131－2　℡0897－56－8115

プラネタリウム情報
冬春番組「アラビアンナイト～王様と月の石～」
投影開始時間（10分前にはお越しください）
〇火～土曜日：13時30分、15時
〇日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
〇第２・４土曜日は10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。
子ども会育成会交流学習発表会
　２月23日㈯　８時30分～12時　３階特別展示室

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

小学３年生～中学生
定員：10人

小学２～６年生
定員：10人

10日
13：30～16：30

２日・23日
10：00～12：00絵画教室

親子木工教室

囲碁教室

イラスト教室

木彫教室

９日
13：30～15：00

２日
13：30～15：30

３日
13：30～16：30

10日
13：30～14：30

小学４～６年生
定員：10人

こどもの国　２月の行事予定表

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

将棋教室

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

おもしろ工作
折り紙で雛人形を作ろう!!

17日
13：30～15：30

24日
13：30～16：30

楽しい電子工作
電子草笛を作ろう!!

行事・教室名

小学生　定員：20人

日　　時 備　　　　考

小・中学生　定員：20人
材料費：30～400円

11日
13：30～15：00

小・中学生
定員：10人

11日
13：30～15：30

楽しい英語絵本の
読み聞かせ

ストーリーテリング
（英語絵本の読み聞かせ）

毎週土曜日
11：00～11：30

子ども向け番組の放送子ども放送局 毎週土曜日
11：00～12：00

染め物教室

小学生　定員：30人五色百人一首で遊ぼう

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや 毎週土・日曜日

14：00～14：30

２月の休館日：毎週月曜日
開館時間：８時30分～17時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－1　℡0898－68－4610

工芸作品展　２月８日㈮～27日㈬
　木彫、彫塑、造花(ラビアンフラワー)、ジュエリーなど
を展示します。今回は切り絵の塩崎剛さんに参加いただき
楽しい作品がそろいました。

旺玄会洋画展　２月３日㈰まで
　旺玄会中央展、関西展に出展した大作と、会員皆さんの
近作を展示しています。また会員であった方々の作品も併
せて追悼展示しています。

２月の休館日：毎週月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬
開館時間：９時～22時

生涯学習の館　天神1－205　℡0897－53－8686

回転オルゴールの製作 参加者募集
　日程など詳しくは生涯学習の館へお問い合わせください。
　材料費：1200円　定員：５人　
木工創作教室　２月９日㈯・23日㈯　13時～17時
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
水彩画・油絵教室　２月２日㈯・16日㈯　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
中高年ピアノ教室　２月６日㈬・20日㈬　13時～16時
　対象：40歳以上の初心者
グループどんぐり作品展　２月１日㈮～27日㈬
　油絵を展示します。

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199

石鎚の写真展
　２月１日㈮～29日㈮ 　※最終日は13時まで

２月の休館日：毎週月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬
開館時間：９時～17時

小・中学生、幼児は保護者同伴
定員：16人　材料費：250円
必要な物：エプロン

２月の休館日：毎週月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

東予郷土館　周布427　℡0898－65－4797

石碑による楠河地区の史跡展　３月23日㈰まで
　記念碑、道しるべ、句碑、顕彰碑、墓碑、宝篋印塔、小
学校跡碑などを紹介。ほか８地区もアルバムで展示します。

ほうきょう

２月の休館日：毎週月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬
開館時間：９時～17時

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419

四国攻め(天正の陣)史跡展　３月23日㈰まで
　郷土にとって前古未曾有
の大事件は何といっても天
正の陣であろう。戦国争乱
の時代、豊臣秀吉の命を受
けた中国毛利勢三万余騎に
対して郷土軍は高尾城・高
峠本城に土佐の援軍五百を
合わせ総計三千未満の兵力で敵の大軍を迎え撃ち勇戦奮闘
して相果てたのである。400年前の天正の昔に思いを馳せ
て、なぜ戦ったのか考えてみませんか。
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